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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・8/30、8/31岩手リハビリテーション学院作業療法学科学生1名、青陽館の見学を実施予定。慶長が対応。
・大人の日帰り旅行について
日にち：9/20（木）場所：八幡平（あんとらあ・後生掛温泉・遊歩道散策）

大人日帰り旅行への参加者を集計し参加者リストを作成している為、参加する方は確認すること。

・9/21（金）法人防災訓練実施予定。紫葉さんが参加予定。
・千葉学園看護学生の実習について、9/12（水）に実施予定。

・医療福祉学会抄録について、8/31（金）までに小嶋SGMへ提出し確認してもらうこと。
・松川順子様の生活保護費に関する面談について、担当者の体調不良により延期となっている。今後の日程は連絡がくる予定。また、サービス担当者会議を8/31（金）に実施。柴崎さんが参加予定。
・昇格試験について、8/30（木）まで実施中。時間は17：30～18：30。場所はメンタルケア病棟3階会議室。受験者は申し込みした日程に受験すること
・9/5（水）立入検査がある。先週までに報告していない人は、自分の担当分の最新の書類がアップロードされているか確認し、今週中に小嶋SGMへ確認終了の報告をすること。また、不安な人は最終確認も行うこと。また、当日青陽館を見に来る可能性がある為、水周りや手指消毒容器の日付など、環境整備を徹底して行うこと。
・工事による職員駐車場の移動について
8/30（木）～9/13（木）9：00～17：00の間、青陽館スタッフの駐車場が通行できなくなる。遅番者の駐車場が入れないため、工事期間は当院職員駐車場の第2駐車場へ駐車すること。第2駐車場が満車のときは第3駐車場、第3駐車場も満車のときは青陽館横に駐車すること。また、利用者の中で、家族から送迎してもらって来ている方に対しても、工事の件について情報を伝えること。
・ジョブガイダンスについて、参加者への声掛けは継続して行うこと。聞きたいことややりたいことも併せて確認していき、案は9/6までに柴崎さんまで連絡すること。
・8/31（金）鳥谷部さんが遅刻予定。それに伴い、デイケア日勤は慶長、戸賀沢、三國。デイナイトケア日勤は小嶋、佐々木、鳥谷部で対応予定。
＜研修案内＞
・9/4（火）八戸リスクマネジメント講演会　場所：八戸パークホテル
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
・第3回法人研修
9/4（火）ビデオ研修6日（木）17:30～18:30　場所：メンタル４階メモリアルホール

テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について｣　講師：鈴木陽大　弁護士
・看護グループ内研修
9/7（金）17：15～17：45　場所：メンタルケア病棟3階会議室
テーマ「救急対応」　講師：藤原SGM
・東北精神保健福祉学会　山形大会
「気づき、そして、つなぐ―多様化する医療・保健・福祉―」

9/30（日）9：20～16：30　場所：山形テルサ
プログラム・抄録集が青陽館2階相談室にあるので、興味がある人は確認すること。
＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～来所時に今朝までの薬の空包を確認し全て揃っている。昨日八戸赤十字病院外科へ細胞診の検査結果をしに受診している為、受診結果を確認している。医師からは特に何も診断されなかったと話しており、今後の経過を見るために11月に再度検査を行う予定とのこと。また、原因として薬が原因になっている可能性がある為、八戸赤十字病院から当院宛てに手紙を書いて送ると話していたとのこと。本人は「気にはなるけど、様子見ていくしかないな」と話す為、様子を見つつ、変化や気になることが生じた際にはすぐ相談するよう促している。デイケアでは、自分から各種プログラムに参加しており、ぼんやりとしていることはあるが、居眠りなく取り組んでいる。
・繁名　和恵　様～来所時グループホーム世話人同伴で来所している。その際に、頭痛を訴えカロナールを服用したこと、昨日の夕食後薬を忘薬しており、世話人から何度説明しても朝食後に服用しようとしたとの情報提供がある。忘薬した薬は世話人からデイケアスタッフへ渡しており、対処している。本人は「17歳の時入院したんだよ」「幻聴があって、頭がおかしくなってしゃべれなくなって、口がつぐんできた」「認知症の薬をください」等小声でまとまりのない話をしており、落ち着くことなく次第に表情の硬さが見られた為、急遽医師との面談を実施。幻聴への対処の為レキサルティ錠が追加し、本人希望で以前頓服薬として処方していたロキソプロフェンNaをカロナールへ変更している。また、本人が風邪薬を希望し、PL配合顆粒を処方。薬剤師より、PL配合顆粒にはカロナールの成分が含まれている為、服用後どうしても良くならない場合は、カロナールを服用するよう説明されている。面談後、幻聴を訴え、頓服薬のリスペリドンを服用。その後、食事は全量摂取しているが、漠然とした不調を訴え、静養室で休養している。休養しながらではあるが、時間終了まで過ごしている。
・曽我　泰庸　様～来所後吐き気を訴えており、デイケアのトイレにて嘔吐したと報告している。スタッフが状況を確認した際には綺麗に片付けてあり、本人は「朝食で食べた物を全て吐いた」と話しているが、事実確認は出来ていない。バイタルサインは103/65ｍｍHg、脈拍82回/分、体温36.2℃。吐き気と上腹部痛を訴え、静養室にて休養している。時間が経過しても症状に変化はなく、昼食は摂取していない。13：30静養室から出てきており、表情は冴えないが吐き気や上腹部痛などの症状は改善したと話している。改善後、空腹感を話すが、昼食を摂取しようとせず、スポーツ飲料500ｍｌのみ摂取。以後プログラムに普段通り参加しながら過ごしている。上記情報は兄様へ情報提供しており、次回来所時に体調を確認することとしている。
・駒木　洋士　様～昨日部屋の片づけを行い腰痛がある為デイヶアに行くことが難しい為送迎できるかの問い合わせがある。自宅まで迎えに行くことは難しい為姉様に送迎をお願いし、来所することとなっている。12：30頃姉様より連絡があり、自宅に行った所、室内で倒れていたとの情報があり、当院に電話し対応を確認したとのこと。その後外来看護師に確認すると、当院に来院し状況を報告しており、主治医と対応を検討。ロナセンの鎮痛作用による影響が考えられる為、除剤しながら様子を見てみるよう伝えたとのこと。来週月曜日来所時、本人の状態を確認しつつ、今後の対応を検討することとしている。
・小笠原　キワ様～本日久しぶりに来所しており、体調を確認。「暑さが緩んできたから、過ごし良くなってるし、体調は悪い所は無いよ」と表情穏やかに話しているが、体重測定の結果、48.4㎏と前回より3㎏程度減少している。以前聞かれた唇や手の腫れに関しては、唇が腫れていると話しており、「まだ腫れたりしてるんだよ」とのこと。その他の不調を確認すると、頻脈が続いていると話す為、医師との面談時に現状を相談するよう促している。面談時、採血、心電図検査を行い、結果次第で他科受診を検討することとなる。以後、疲労感があるのか、活気なく居眠りをしており、静かに時間終了まで過ごしている。
・佐々木　理佳様～本人より地元で働きたいとの相談があり、詳細を確認。地元の百円ショップで時間は週5日の13時～20時の一般就労を考えていると話している。9/14面接予定で家族は一般で良いと言っていたとのことだが、主治医へまだ伝えていないとのこと。9/4主治医面談で伝えると話している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～主治医との診察について報告があり、本日で治験が終わり、ロナセンテープの貼付から飲み薬に変わったことを話している。また、満面の笑みで、いいことがあったと言い、お金について話している。処方薬はロナセンテープから、ロナセン錠（8）2T　2×ndE（朝・夕） 14日分へ変更、次回の診察は2週間後である。内服薬が変更しているの、不調を感じたらスタッフへ話してほしいことを伝えている。

・吉田　キクエ様～昨日排尿時の疼痛の訴えがあり、以前の膀胱炎で服用していた漢方薬が本日昼で切れることもあり、八戸泌尿器科医院を再受診している。一時症状は改善してきていたが、本日の診察で医師から膀胱炎と診断を受けたとのこと。本日は、漢方の処方はなく、抗菌薬レボフロキサシン(500)1T　1×朝　5日分が処方となる。　
・倉石　ヨシエ様～本人様より両上腕に疼痛があることをスタッフに話している。時折、両上腕を擦るような行動が見られている。また、本人様曰く排便が4日間出ていないことを話している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨晩スタッフの所に来て、白髪をどうにかしたい、小遣いを一万円に戻して欲しいと要求する等多弁に話していたが、今朝になり、白髪染めについて「やっぱりいいや」と話しに来たとのこと。デイナイトケアでは、室内の空気の入れ替えの為にスタッフが窓を開けていると、積極的に手伝ったり、作業中に自分が取り組んでいる折り紙手芸の手元が見えずらいことから電気を半分消し、他者に電気を消しても塗り絵ができるか相手の意思を確認していることがある。一日通して穏やかな表情や口調で接しており、他者やスタッフへの話し掛けに多弁さはない。
ナイトケア
・下妻　康貴　様～仕事について話しており、職場の人員に変化はなく、以前のような悩みはないと話している。イベント事も暫くない為、淡々と仕事に従事出来ていると話している。生活については、ゴミ捨てについて話しており、ルールを重んじる大切さについて話しており、考え方を支持している。
＜外来患者様情報＞

・鈴木　真知子様～週に2回程度の男性の声での幻聴があるようだが、短時間で気になら
ない程度、切迫感はない。またはっきりしないが男性の姿が見えるなど
と幻視様の発現も聞かれている。本日でロナセンテープは終了。内服へ
置換としている。
・横町　浩様～調子に着いて大丈夫ですと話している。食事や睡眠はとれているようであ
る。処方継続とする。
・小笠原　キワ様～8月中旬に目が腫れぼったくなった、と眼科を受診。点眼薬処方されて
いる。その後唇の腫れ、手の痒みもあり皮膚科を受診していた。診察
時も上唇が腫れぼったい感じがある。精神面では大きな変化はない様

子。最近脈拍が100前後と高値であったため本人が循環器内科受診を
希望。橈骨動脈は触知され、不整脈あり。自分では機械測定のため不
整脈の影響が数値に出ている可能性あり。採血心電図実施、結果によ

って他科受診を検討することとする。
・寺地　啓喜様～今朝吐き気があって少し体調が悪いと話している。下痢や腹痛はないと
のこと。本人はストレスではないかと話すが明確なストレス要因はな
いとのこと。幻聴体験の悪化はない。
・関　秀治様～著変なし。食事や睡眠もとれている。最近少し夏バテぎみ？などと話す。

処方継続していくこととする。
・中村　与一郎様～著変なし。調子は良いですと話している。デイケアは楽しんでいるよ
うである。本人の強い希望でレボトミンを30→20mgとしている。
・繁名　和恵様～最近は、身体的な不調を訴えて、内科などの病院に受診する事があった
ようである。幻聴は、まだあるようである。頭痛が幻聴と同時に生じる
事があるようでそのときは、おくでら整形外科から処方されていたカロ
ナールを服用していたという。今後も。カロナールは欲しいと話してい
る。ロキソプロフェンは合わないという。昨日、夕食後薬をのみ忘れて
いたことがあったなど、まだ全体的に現実検討力が低い状態である。
・成田　早希様～夜間睡眠は、とれるようにはなってきているが、まだ眠られないという
日もある状況である。仕事の方はまだ休んでいるが、気分的にまだ改善
が無いようである。食欲もないという。家では特に何もやっていないが、
「ありとあらゆる事が嫌で」という感じになっているらしい。今後、職
場との話し合いが開かれる予定であるが、そうした連絡には「せかされ
ている感じ」がしてしまうという。変わって間もない職場で、職員から、
言われたくない事を言われていたりする事もあった。仕事は当分、休ん
だ方が良いと思われる。
